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(57)【要約】
　　【課題】　視野角が大きく、しかも像面湾曲、歪曲
収差等の諸収差の発生が少なく、表示パネルに表示され
る画像情報を良好に観察することができる接眼光学系を
得ること。
　　【解決手段】　画像表示面に表示された画像を観察
するために用いられる接眼光学系であって、画像表示面
側から観察側に順に、正の屈折力の第１レンズ、画像表
示面側に凹面を向けたメニスカス形状の負の屈折力の第
２レンズ、正の屈折力の第３レンズを有し、第１レンズ
の焦点距離ｆ１、第２レンズの焦点距離ｆ２、全系の焦
点距離ｆを各々適切に設定すること。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像表示面に表示された画像を観察するために用いられる接眼光学系であって、画像表
示面側から観察側に順に、正の屈折力の第１レンズ、画像表示面側に凹面を向けたメニス
カス形状の負の屈折力の第２レンズ、正の屈折力の第３レンズを有し、前記第１レンズの
焦点距離をｆ１、前記第２レンズの焦点距離をｆ２、全系の焦点距離をｆとするとき、
　０．８２＜ｆ１／ｆ＜１．０７
　－０．６７＜ｆ２／ｆ＜－０．５１
なる条件式を満たすことを特徴とする接眼光学系。
【請求項２】
　前記第３レンズの焦点距離をｆ３とするとき、
　０．６０＜ｆ３／ｆ＜０．８０
なる条件式を満たすことを特徴とする請求項１の接眼光学系。
【請求項３】
　前記第１レンズの画像表示面側と観察側のレンズ面の曲率半径を各々ｒ１１、ｒ１２、
前記第２レンズの画像表示面側と観察側のレンズ面の曲率半径を各々ｒ２１、ｒ２２とす
るとき、
　－１．５０＜（ｒ１２＋ｒ１１）／（ｒ１２－ｒ１１）＜－０．８０
　１．００＜（ｒ２２＋ｒ２１）／（ｒ２２－ｒ２１）＜１．６０
なる条件式を満たすことを特徴とする請求項１又は２の接眼光学系。
【請求項４】
　前記第１レンズは画像表示面側に凹面を向けたメニスカス形状よりなり、前記第３レン
ズは両凸形状よりなることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項の接眼光学系。
【請求項５】
　画像情報を表示する表示パネルと、該表示パネルに表示される画像情報を請求項１乃至
４のいずれか１項の接眼光学系を用いて観察する撮像装置において、
　前記表示パネルの画像表示面の対角長をＨとするとき、
　０．５０＜Ｈ／ｆ＜０．７０
なる条件式を満たすことを特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　前記接眼光学系の全体を光軸方向に移動させて視度調整を行うことを特徴とする請求項
５の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、接眼光学系及びそれを有する撮像装置に関し、例えば電子ビューファインダ
ーにおける表示パネルを観察するのに好適な接眼光学系に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、デジタルカメラ、ビデオカメラ等の撮像装置における電子ビューファインダーで
は被写体像（画像情報）を表示する表示パネルを観察するために接眼光学系が用いられて
いる。この接眼光学系として、表示パネル側より観察側に順に、正レンズ（正の屈折力の
レンズ）、負レンズ（負の屈折力のレンズ）、正レンズの３枚のレンズで構成されたトリ
プレット型の接眼光学系が知られている（特許文献１、２）。
【０００３】
　特許文献１では、画像表示面側より観察側へ順に、画像表示面側に凹面を向けたメニス
カス形状の正レンズ、画像表示面側に凹面を向けたメニスカス形状の負レンズ、両凸形状
の正レンズの３枚のレンズよりなる接眼光学系が開示されている。特許文献２では、画像
表示面側から観察側へ順に、両凸形状の正レンズ、画像表示面側に凹面を向けた負レンズ
、観察側に凸面を向けた正レンズの３枚のレンズよりなる接眼光学系が開示されている。



(3) JP 2014-228583 A 2014.12.8

10

20

30

40

50

【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２６６７７６号公報
【特許文献２】特開２０１０－１７５７９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　トリプレット型の接眼光学系は、視野角（観察視野角）を大きくしつつ、球面収差、コ
マ収差等の諸収差の補正を良好に行い、高い光学性能を得ることが比較的容易である。し
かしながら高視野角で表示パネル全体を高い光学性能で良好に観察するには、各レンズの
レンズ形状や各レンズの屈折力（焦点距離の逆数）等を適切に設定することが重要になっ
てくる。
【０００６】
　特許文献１に開示された接眼光学系では、視度調節時に画像表示面側の正レンズと負レ
ンズの間隔が変化するため像面湾曲が大きく変動してくる。特に視野角を大きくするため
に各レンズの屈折力を強めると、像面湾曲が大きく変動してくる傾向があった。特許文献
２に開示された接眼光学系では、視野角を大きくするために各レンズの屈折力を強めてい
るが画像表示面側に最も近いレンズ面の曲率が大きいため、このレンズ面に起因して歪曲
収差、像面湾曲等が多く発生し、光学性能が低下する傾向があった。
【０００７】
　本発明は、視野角が大きく、像面湾曲、歪曲収差等の諸収差の発生が少なく、表示パネ
ルに表示される画像情報を良好に観察することができる接眼光学系及びそれを有する撮像
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の接眼光学系は、画像表示面に表示された画像を観察するために用いられる接眼
光学系であって、画像表示面側から観察側に順に、正の屈折力の第１レンズ、画像表示面
側に凹面を向けたメニスカス形状の負の屈折力の第２レンズ、正の屈折力の第３レンズを
有し、前記第１レンズの焦点距離をｆ１、前記第２レンズの焦点距離をｆ２、全系の焦点
距離をｆとするとき、
　０．８２＜ｆ１／ｆ＜１．０７
　－０．６７＜ｆ２／ｆ＜－０．５１
なる条件式を満たすことを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、視野角が大きく、像面湾曲、歪曲収差等の諸収差の発生が少なく、表
示パネルに表示される画像情報を良好に観察することができる接眼光学系が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例１に係る接眼光学系のレンズ断面図
【図２】本発明の実施例１に係る接眼光学系の各収差図
【図３】本発明の実施例２に係る接眼光学系のレンズ断面図
【図４】本発明の実施例２に係る接眼光学系の各収差図
【図５】本発明の実施例３に係る接眼光学系のレンズ断面図
【図６】本発明の実施例３に係る接眼光学系の各収差図
【図７】本発明の実施例４に係る接眼光学系のレンズ断面図
【図８】本発明の実施例４に係る接眼光学系の各収差図
【図９】本発明の撮像装置の要部概略図
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
　以下に、本発明の好ましい実施形態を添付の図面に基づいて詳細に説明する。本発明の
接眼光学系は、例えば電子ビューファインダーで用いられる液晶又は有機ＥＬ等からなる
表示パネルの画像表示面に表示された画像を観察するのに用いる接眼光学系である。接眼
光学系は、画像表示面側から観察側に順に、正の屈折力の第１レンズ、画像表示面側に凹
面を向けたメニスカス形状の負の屈折力の第２レンズ、正の屈折力の第３レンズを有して
いる。第１レンズＬ１は画像表示面側に凹面を向けたメニスカス形状よりなり、第３レン
ズＬ３は両凸形状よりなっている。
【００１２】
　図１は、本発明の実施例１の接眼光学系のレンズ構成を示すレンズ断面図である。図２
は、本発明の実施例１の接眼光学系の収差図である。図３は、本発明の実施例２の接眼光
学系のレンズ構成を示すレンズ断面図である。図４は、本発明の実施例２の接眼光学系の
収差図である。図５は、本発明の実施例３の接眼光学系のレンズ構成を示すレンズ断面図
である。図６は、本発明の実施例３の接眼光学系の収差図である。図７は、本発明の実施
例４の接眼光学系のレンズ構成を示すレンズ断面図である。図８は、本発明の実施例４の
接眼光学系の収差図である。図９は、本発明の撮像装置の要部概略図である。
【００１３】
　各実施例の接眼光学系は、デジタルカメラやビデオカメラ等の撮像装置の電子ビューフ
ァインダーに用いられる接眼光学系である。レンズ断面図において左方は表示パネル側（
画像表示面側）、右方は観察側（射出瞳側）である。レンズ断面図においてＯＥは接眼光
学系であり、Ｃ０は液晶又は有機ＥＬ等よりなる表示パネルである。Ｌ１は正の屈折力の
第１レンズ、Ｌ２は負の屈折力の第２レンズ、Ｌ３は正の屈折力の第３レンズである。Ｃ
４は透明部材よりなる保護ガラスである。ＥＰは観察のためのアイポイント（射出瞳）で
ある。
【００１４】
　各収差図においてはファインダー視度が－１ディオプター（標準視度）のときを示して
いる。球面収差図において、ｄはｄ線（波長５８７．６ｎｍ）、ＦはＦ線（波長４８６．
１ｎｍ）を示す。非点収差図においてΔＳはｄ線のサジタル像面、ΔＭはｄ線のメリディ
オナル像面を示す。倍率色収差はＦ線 について示している。
【００１５】
　対角長が１０ｍｍ～１５ｍｍ程度の小型の表示パネルを視野角（観察視野角）が３０度
以上の接眼光学系を用いて拡大観察するためには、接眼光学系は強い正の屈折力が必要と
なる。接眼光学系を強い正の屈折力で構成すると、像面湾曲、歪曲収差等の諸収差が多く
発生し、これらの諸収差の補正が難しくなる。像面湾曲や歪曲収差が多いと表示パネルの
周辺像の光学性能が低下してくる。
【００１６】
　このような像面湾曲、歪曲収差等の諸収差を良好に補正するため、各実施例の接眼光学
系では、レンズ断面図に示すように、画像表示面側より観察側へ順に次の如く構成してい
る。正の屈折力の第１レンズＬ１と、表示パネル側に凹面を向けたメニスカス形状の負の
屈折力の第２レンズＬ２と、正の屈折力の第３レンズＬ３より構成している。そして視度
調整は接眼光学系ＯＥ全体を光軸方向に移動して行っている。各実施例の接眼光学系にお
いて、第１レンズＬ１の焦点距離をｆ１、第２レンズＬ２の焦点距離をｆ２、全系の焦点
距離をｆとする。このとき、
　０．８２＜ｆ１／ｆ＜１．０７　　　・・・（１）
　－０．６７＜ｆ２／ｆ＜－０．５１　・・・（２）
なる条件式を満たしている。
【００１７】
　次に前述の各条件式の技術的意味について説明する。条件式（１）は、接眼光学系ＯＥ
全体の焦点距離に対する第１レンズＬ１の焦点距離の比に関する式であり、大きな視野角
を得つつ、像面湾曲、歪曲収差などの諸収差を適切に補正するための条件である。
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【００１８】
　条件式（１）の上限値又は下限値を外れると、像面湾曲、歪曲収差等の諸収差の発生が
増大してくる。条件式（２）は、接眼光学系ＯＥ全体の焦点距離に対する第２レンズＬ２
の焦点距離の比に関する式であり、大きな視野角を得つつ、像面湾曲、歪曲収差などの諸
収差を適切に補正するための条件である。条件式（２）の上限値又は下限値を外れると、
像面湾曲、歪曲収差等の諸収差の発生が増大してくる。更に好ましくは条件式（１）、（
２）の数値範囲を次の如く設定するのが良い。
【００１９】
　０．８４＜ｆ１／ｆ＜１．０５　　　・・・（１ａ）
　－０．６５＜ｆ２／ｆ＜－０．５２　・・・（２ａ）
　本発明によれば以上の構成をとることにより、高視野角で高性能な電子ビューファイン
ダーに最適な接眼光学系が得られる。各実施例の接眼光学系において更に好ましくは、次
の諸条件のうち１以上を満足するのが良い。第３レンズＬ３の焦点距離をｆ３とする。第
１レンズＬ１の画像表示面側と観察側のレンズ面の曲率半径を各々ｒ１１、ｒ１２とする
。第２レンズＬ２の画像表示面側と観察側のレンズ面の曲率半径を各々ｒ２１、ｒ２２と
する。このとき次の条件式のうち１以上を満足するのが良い。
【００２０】
　０．６０＜ｆ３／ｆ＜０．８０　　　・・・（３）
　－１．５０＜（ｒ１２＋ｒ１１）／（ｒ１２－ｒ１１）＜－０．８０　・・・（４）
　１．００＜（ｒ２２＋ｒ２１）／（ｒ２２－ｒ２１）＜１．６０　　　・・・（５）
　ここで曲率半径はレンズの面が非球面の場合は近軸曲率半径で計算するものとする。
【００２１】
　次に前述の各条件式の技術的意味について説明する。条件式（３）は、接眼光学系全体
の焦点距離に対する第３レンズＬ３の焦点距離の比に関する式であり、大きな視野角を得
つつ、像面湾曲、歪曲収差などの諸収差を適切に補正するための条件である。条件式（３
）の上限値又は下限値を外れると、像面湾曲、歪曲収差等の諸収差の発生が増大してくる
。
【００２２】
　条件式（４）は、第１レンズＬ１のレンズ形状（シェイプファクター）を規定する式で
ある。この条件式（４）では、第１レンズＬ１の正の屈折力を所定量得つつ物体側のレン
ズ面の曲率が小さくなるように設定することにより、第１レンズＬ１に起因する像面湾曲
、歪曲収差の発生を軽減している。
【００２３】
　条件式（５）は第２レンズＬ２のレンズ形状を規定する式である。この条件式（５）で
は、第２レンズＬ２の負の屈折力を所定量得つつ物体側のレンズ面の曲率が小さくなるよ
うに設定することにより、第２レンズＬ２に起因する像面湾曲、歪曲収差の発生を軽減し
ている。更に好ましくは条件式（３）乃至（５）の数値範囲を次の如く設定するのが良い
。
【００２４】
　０．６１＜ｆ３／ｆ＜０．７５　　　・・・（３ａ）
　－１．４０＜（ｒ１２＋ｒ１１）／（ｒ１２－ｒ１１）＜－１．００　・・・（４ａ）
　１．１０＜（ｒ２２＋ｒ２１）／（ｒ２２－ｒ２１）＜１．５０　　　・・・（５ａ）
　本発明では、以上の諸条件を満足することにより、観察視野角を十分大きくし、かつ像
面湾曲、非点収差等の諸収差が十分に補正された高い光学性能を有する接眼光学系を得て
いる。
【００２５】
　画像情報を表示するための表示パネルＣＯと、表示パネルＣＯに表示される画像情報を
接眼光学系ＯＥを用いて観察する撮像装置においては次の条件式を満足するのが良い。表
示パネルＣＯの画像表示面の対角長をＨとする。このとき、
　０．５０＜Ｈ／ｆ＜０．７０　　　・・・（６）
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なる条件式を満たすことである。
【００２６】
　条件式（６）は、接眼光学系ＯＥ全体の焦点距離に対する表示パネルＣＯの対角線長の
比に関する式である。この条件式（６）では、小型の表示パネルで大きな視野角を得るた
めに必要な条件を示している。条件式（６）の上限値又は下限値を超えると、小型の表示
パネルを大きな視野角で観察するのが困難になる。更に好ましくは、条件式（６）の数値
範囲を次の如く設定するのが良い。
【００２７】
　０．５２＜Ｈ／ｆ＜０．６６　　　・・・（６ａ）
　図９は本発明の接眼光学系を電子ビューファインダーの一要素として有する撮像装置の
要部概略図である。図９において１はデジタルカメラ、ビデオカメラ等の撮像装置（カメ
ラ）である。２は撮像装置本体（カメラ本体）である。３は撮像光学系（交換レンズ）で
あり、撮像装置本体２に着脱可能に装置されている。
【００２８】
　撮像装置本体２は撮像光学系３により形成された被写体像を光電変換するＣＣＤやＣＭ
ＯＳ等からなる光電変換素子（固体撮像素子）４、光電変換素子４からの画像情報を処理
する信号制御手段５を有する。
【００２９】
　更に信号制御手段５で処理された画像情報を表示する第１の表示部６と第２の表示部７
、第２の表示部７で表示された画像情報を観察する接眼光学系８を有する。第１の表示部
６と第２の表示部７等の表示パネルは液晶や有機ＥＬ等からなっている。第１の表示部６
は撮像装置本体２の背面に配置され、第１の表示部６に表示された画像情報を観察者が直
接観察する。尚、第１の表示部６は必ずしも必要としない。
【００３０】
　第２の表示部７は電子ビューファインダーの一要素を構成している。撮像光学系３は交
換レンズでなく、撮像装置本体２に固定されたものであっても良い。第２の表示部７に表
示された画像情報を接眼光学系８を介してアイポイントＥＰより観察する。
【００３１】
　以下に本発明の各実施例に対応する数値実施例を示す。数値実施例において、ωは視度
が－１ディオプター（標準視度）時の見かけ視野角（半画角）を示す。以下、レンズデー
タにおいて、表示パネル側から観察側へ順に、ｒｉは第ｉ番目の面の近軸曲率半径を示し
、ｄｉは第ｉ番目の面と第ｉ＋１番目の面との間の軸上面間隔を示す。さらに、Ｎｉは第
ｉ番目の硝材のｄ線（波長＝５７８．６ｎｍ）に対する屈折率を示し、νｉは第ｉ番目の
硝材のｄ線に対するアッベ数を示す。ｒ１、ｒ２は表示パネルＣ０、ｒ９、ｒ１０は保護
ガラスＣ４、ｒ１１はアイポイントＥＰを示す。
【００３２】
　なお、長さの単位は、特記の無い場合［ｍｍ］である。ただし、接眼光学系ＯＥは、比
例拡大または比例縮小しても同等の光学性能が得られるので、単位は［ｍｍ］に限定され
ることなく、他の適当な単位を用いることが出来る。なお、各数値実施例において近軸曲
率半径の欄に非球面と書かれている面は次の数１式によって定義される非球面形状である
。
【００３３】
【数１】

【００３４】
　なお、数１式において、xはレンズ面の頂点からの光軸方向の距離、hは光軸に対し垂直
な方向の高さ、Rはレンズ面の頂点での近軸の曲率半径、kは円錐定数、c2、c4、c6はそれ
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ぞれ多項式係数（非球面係数）である。非球面係数を示す表において、「Ｅ－ｉ」は１０
を底とする指数表現、すなわち「１０－ｉ」を表している。又、前述の各条件式と数値実
施例における諸数値との関係を表１に示す。
【００３５】
［数値実施例１］
全体緒元
焦点距離      表示パネルの画像表示面対角長       ω
21.46         12.70                              33.33°
 
レンズデータ
近軸曲率半径   軸上面間隔    屈折率(Nd)    アッベ数(νd)
  r1 = ∞       d1 = 1.00   　N0 = 1.52   　ν0 = 64.14
  r2 = ∞       d2 = 可変            
  r3* = -108.76 d3 = 4.62     N1 = 1.53     ν1 = 56.00
  r4* = -10.47  d4 = 2.87   　     　
  r5* = -7.62   d5 = 1.75     N2 = 1.63     ν2 = 23.90
  r6* = -82.64  d6 = 1.50          
  r7* = 44.91   d7 = 4.73     N3 = 1.69     ν3 = 53.20
  r8* = -12.77  d8 = 可変          
  r9 = ∞       d9 = 1.00     N4 = 1.52     ν4 = 64.14
  r10 = ∞      d10 = 18.00        
  r11 = ∞    　     　     　
 
非球面係数
              k           c2            c4            c6
   r3*     2.05E+02      0.00          0.00          0.00
   r4*    -3.90          0.00         -1.85E-04      3.03E-06
   r5*    -9.59E-01      0.00          1.50E-04      6.58E-07
   r6*    -1.22E+02      0.00          0.00          0.00
   r7*    -2.40E+01      0.00          0.00          0.00
   r8*    -1.32E+00      0.00          5.10E-06     -7.94E-08
 
可変間隔
視度[ディオプタ-]      -1.00         -3.00         +1.00
   d2                   8.99          8.02          9.91
   d8                   2.22          3.19          1.30
 
【００３６】
［数値実施例２］
全体緒元
焦点距離      表示パネルの画像表示面対角長       ω
22.53         12.70                              31.66°
 
レンズデータ
近軸曲率半径   軸上面間隔    屈折率(Nd)    アッベ数(νd)
  r1 = ∞       d1 = 1.00   　N0 = 1.52   　ν0 = 64.14
  r2 = ∞       d2 = 可変            
  r3* = -164.21 d3 = 4.58     N1 = 1.53     ν1 = 56.00
  r4* = -10.29  d4 = 2.84   　     　
  r5* = -8.07   d5 = 1.76     N2 = 1.63     ν2 = 23.90
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  r6* = -77.08  d6 = 2.09          
  r7* = 35.43   d7 = 4.52     N3 = 1.53     ν3 = 56.00
  r8* = -11.32  d8 = 可変          
  r9 = ∞       d9 = 1.00     N4 = 1.52     ν4 = 64.14
  r10 = ∞      d10 = 18.00        
  r11 = ∞    　     　     　
 
非球面係数
              k           c2            c4            c6
   r3*     7.28E+01      0.00          0.00          0.00
   r4*    -3.67          0.00         -1.48E-04      2.42E-06
   r5*    -4.87E-01      0.00          1.97E-04      6.58E-07
   r6*     4.88E+01      0.00          0.00          0.00
   r7*    -1.13E+01      0.00          0.00          0.00
   r8*    -1.11E+00      0.00          5.18E-06      1.15E-08
 
可変間隔
視度[ディオプタ-]      -1.00         -3.00         +1.00
   d2                   9.86          8.84          10.87
   d8                   1.90          2.92          0.89
 
【００３７】
［数値実施例３］
全体緒元
焦点距離      表示パネルの画像表示面対角長       ω
20.42         12.70                              34.92°
 
レンズデータ
近軸曲率半径  軸上面間隔    屈折率(Nd)    アッベ数(νd)
  r1 = ∞       d1 = 1.00   　N0 = 1.52   　ν0 = 64.14
  r2 = ∞       d2 = 可変            
  r3* = -83.64  d3 = 2.79     N1 = 1.58     ν1 = 59.46
  r4* = -10.57  d4 = 2.85   　     　
  r5* = -7.08   d5 = 2.24     N2 = 1.82     ν2 = 24.06
  r6* = -38.86  d6 = 0.85          
  r7* = 23.04   d7 = 6.75     N3 = 1.69     ν3 = 53.20
  r8* = -12.94  d8 = 可変          
  r9 = ∞       d9 = 1.00     N4 = 1.52     ν4 = 64.14
  r10 = ∞      d10 = 18.00        
  r11 = ∞    　     　     　
 
非球面係数
              k           c2            c4            c6
   r3*     1.23E+02      0.00          0.00          0.00
   r4*    -8.23E-01      0.00         -3.46E-05      2.03E-06
   r5*    -1.41          0.00          2.06E-05      6.58E-07
   r6*    -7.34E+01      0.00          0.00          0.00
   r7*    -1.62E+01      0.00          0.00          0.00
   r8*    -1.22          0.00          1.71E-06     -2.68E-08
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視度[ディオプタ-]      -1.00         -3.00         +1.00
   d2                   8.16          7.32          8.99
   d8                   1.33          2.17          0.50
 
【００３８】
数値実施例４
全体緒元
焦点距離      表示パネルの画像表示面対角長       ω
23.16         12.70                              30.83°
 
レンズデータ
近軸曲率半径  軸上面間隔    屈折率(Nd)    アッベ数(νd)
  r1 = ∞       d1 = 1.00   　N0 = 1.52   　ν0 = 64.14
  r2 = ∞       d2 = 可変            
  r3* = -972.38 d3 = 3.69     N1 = 1.53     ν1 = 56.00
  r4* = -10.36  d4 = 2.83   　     　
  r5* = -8.20   d5 = 1.75     N2 = 1.63     ν2 = 23.90
  r6* = -88.63  d6 = 2.11          
  r7* = 30.23   d7 = 5.28     N3 = 1.49     ν3 = 57.40
  r8* = -11.35  d8 = 可変          
  r9 = ∞       d9 = 1.00     N4 = 1.52     ν4 = 64.14
  r10 = ∞      d10 = 18.00        
  r11 = ∞    　     　     　
 
非球面係数
              k           c2            c4            c6
   r3*     7.76E+03      0.00          0.00          0.00
   r4*    -3.65          0.00         -1.62E-04      2.26E-06
   r5*    -4.62E-01      0.00          2.04E-04      6.58E-07
   r6*     7.33E+01      0.00          0.00          0.00
   r7*    -1.57E+01      0.00          0.00          0.00
   r8*    -9.88E-01      0.00          5.21E-06      2.02E-08
 
可変間隔
視度[ディオプタ-]       -1.00        -3.00          +1.00
   d2                    10.90         9.80        11.98
   d8                    1.60          2.70          0.52
 
 
【００３９】
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【表１】

 
【符号の説明】
【００４０】
ＯＥ　接眼光学系　　　ＣＯ　表示パネル　　　Ｌ１　第１レンズ
Ｌ２　第２レンズ　　　Ｌ３　第３レンズ　　　ＥＰ　アイポイント（射出瞳）

【図１】
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【図４】
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